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体サイズに対応したアユの産卵パターン

井口恵―朗

本論文 43(3):193-198

両側回遊型および陸封型のアユ月
“
οゴοss"sα′―

′ブッθ′Jsに ついて,成熟時の体サイズと産卵様式の
関わりを,人工産卵環境下において調べた。産卵
直前の卵巣卵は,雌の体サイズに関わらず,多峯
型のサイズ頻度分布を示したことから,すべての
アユは潜在的には多回産卵が可能であると考えら

れた.しかし,実際の産卵様式は体サイズによっ
て異なり,大型個体は初回産卵後すみやかに死亡
したのに対して,中・小型個体の約半数は,初回
産卵からおよそ2週間の間隔をおいて2回 目の産卵

を果たした.陸封型の個体では,2回 目の産卵に
引き続き第3バ ッチ卵の発達が認められたが,両
側回遊型では第3バ ッチ卵の発達は起こらなかっ

た。型間の産卵パターンの違いは低水温下でダメ

ージを受けやすい子の生残率によって,サ イズク
ラス間の産卵パターンの違いは親の体サイズ依存

的な死亡率によって,それぞれ説明を試みた.

(〒 386長野県上田市小牧 1088 中央水産研究所
内水面利用部 )

クラカケザメ属の再検討およびクラカケザメの新

模式標本の指定

後藤友明・仲谷―宏

本論文 43(3):199-209

クラカケザメ属αrttοsヮ″J″
“
に含まれる3公称

種について,模式標本を含む35個体に基づき,詳
細に記載し,分類学的再検討を行った。その結果 ,
本属の各種は以下の標徴に基づき識別されること

が明らかとなった.ク ラカケザメCプηο″た%″ は体

背面に明瞭な暗色横帯を持ち,胸鰭と腹鰭の間の
横帯が左右一対の馬蹄形を呈すること,頭長が臀
鰭から尾鰭下葉までの距離の2倍以下であること,

第2背鰭基底長が臀鰭から尾鰭下葉までの距離と

等しいか,短いこと,尾鰭前脊椎骨数が 117以上
であることで他の2種 と異なる。ヒゲザメCα"
′οJJ″
"“
はCヵ″οsα

“"“
とは頭長が第 1背鰭基底

長のおよそ3倍であること,尾鰭前脊椎骨数およ
び全脊椎骨数が 108,154と 少ないことで異なる.

Kamohara(1961)は クラカケザメについて,完模式
標本の消失を理由として新模式標本を指定した

が,こ の指定は国際動物命名規約の条項75を満た

していないため無効である.したがって,学名の
安定を図るため,改めて新模式標本を指定した.

(〒 041函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部
生産基礎生物学講座 ;後藤 現住所 :〒 020-70
盛岡市内丸10-1 岩手県庁林業水産部漁業振興課)

日本産アカマツカサ属魚類の2新種

John E.Randall・ 111り |! 武

本論文 43(3):211つ 22

日本産のイットウダイ科アカマツカサ属″″″rお―

′おの2新種を記載した。Mわめ
"sJsは
高知県柏

島から得られた標本に基づき記載した.本種は生
時の体色がM.“

““
″α4と似ており,かつ両者とも

色の濃淡にかなりの幅があるため,M.“
"“
″α4と

誤査定されてきた。本種は両眼間隔域の幅が狭い

こと,鯉把数が少ないことなどによりM.“
"“
けα
“

から区別される.ま た,両眼間隔域の幅などの値
が重なるZo bθ用グ′Jと も下顎が伸長しないこと,鰍
把数が少ないこと,背鰭棘部の鰭膜の色が赤いこ
となどによって区別される.M。

“"″
ン″とM.

bθ
"″
は奄美大島以北では得られていないことか

ら,鹿児島県以北の南日本から「アカマツカサ」と
いう名称で報告されてきた種類はMわε″θ

“
sJsで

あろうと思われる.しかし,近年出版された図鑑
などでは」И.“

“
″ル
“
にヨゴレマツカサ,νi.bθ

“
″J

にアカマツカサの和名があてられており, この呼

称が一般化していると思われる.無用の混乱を避
けるため,M。 わ磁Jθ

“
sJsに 日本で普通のアカマツ

カサという意味でナミマツカサの和名を提唱する.

My“ グθ励は高知県柏島,鹿児島県古仁屋,沖
縄県糸満から得られた標本に基づき記載したが,

小笠原諸島からも知られている.本種の和名はツ
マリマツカサである.本種は従来M″

“
あ〃Jと誤

査定されていたが,鯛把数が多いこと,背鰭棘が
短いこと,第 3臀鰭棘が短いこと,鱗の鋸歯数が
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多いことなどによって真のM.″潤α〃Jか ら区別さ

れる.

(Randall:米 国ビシヨップ博物館 ;山川 :〒 780

高知市北端町 100 高知高等学校 )

2種類の淡水魚の肝臓ならびに腎臓におけるグルタ

チオン依存型酵素の種間差とカドミウム毒性発現

との関連

So Vo SolRana・ Rekha Singh

本論文 43(3):223-229

グルタチオン依存型酵素の肝臓ならびに腎臓に

おけるカドミウム (cd)に対する防御効果を2種類

の淡水 魚 ,C力α
““
α′
"“
″α協 と cJα rJαs bαttc力露sを

対象魚に用い,あわせて種間差についても検討し
た.Cd暴露によりいづれの魚種も肝臓と腎臓に脂
質の過酸化を誘発したが,過酸化の度合は腎臓で
顕著であった.酵素化学的検討により明らかにな
ったのは,CZα

"α
′π
“
″たの方がα″Jαs bα′″―

cttsよ りも抱合酵素活性がより発達しているとい

うことである。異物代謝系酵素活性が高い魚類は,

酸化的ス トレスに対してより高い抵抗性を示すこ

とが考えられる.

台湾北東海域におけるタイワンヤモリザメの生殖

について

陳 哲聡 0廊 翅雅・荘 守正
本論文 43(3):231つ 37

台湾北東部に生息するタイワンヤモリザメの生

殖生態を426個体の標本に基づいて調査 した.雄
は左右に精巣をもち,精子は周年発生し副精巣に
貯えられる.輸精管の末端には精包が形成されな
い。雌は右側にのみ卵巣をもつ.卵原細胞はまず
卵巣の表皮細胞に出現し,成熟して卵細胞になる.

卵径が 17 mmに達すると排卵される.妊娠個体は
子宮の両側に各 1個の卵殻をもつ.あ る程度発育
すると卵殻のまま母体から排出される.調査 した

個体の50%が成熟に達していた体長は,雌で410-
420 mm,雄で350-360mmで あつた.明瞭な生殖
季節はなく,多回産卵を行う。

中層で産卵する2種のカワスズメ科魚類の婚姻形

態

越智晴基

本論文 43(3):239つ 46

雌が国内保育をする近縁な2種のカワスズメ科

魚類 C″″た乃
“
″Js“たЮJttJあ′露sと Лα″cッprJttЮ″Js

brJ“ Jの繁殖習性をタンガニイカ湖で調査した,一
般に国内保育をするカワスズメは,湖底で産卵行
動をし,卵は一旦砂や石の上に産み落とされた後 ,
雌が口にくわえる。ところが,C“たЮJθpJあ効sで
は,雄が中層に繁殖なわばりを形成し,産卵から
卵をくわえるまでの一連の行動はそこで行われた.

一方,P brJ“ Jでは,雄が大きい岩のそばに繁殖な
わばりをもち,産卵行動は岩の垂直面のごく近く
で行われ,卵は岩に触れることなく雌にくわえら
れた.両種ともに,雌が国内保育する他の多くの
カワスズメ同様,雌が産卵直前に雄の繁殖なわば
りを訪れ,産卵後直ちに卵をくわえなわばりを離
れた.P brJθ

“
Jの産卵中のなわばりには,他の雄や

幼魚が侵入し,スニーカーのように振る舞ったが,
C“たЮり Jあルsではスニーキングは観察されなか
った.前者では侵入しようとする魚が容易に隠れ
場所を見つけることができるのに対し,後者は隠
れる場所がない中層で産卵することが,ス ニーカ
ーの有無の一因であるのかもしれない.C“ J―

σЮJη′あ′
"sの
雌は約9個の一腹の卵を1尾の雄の

なわばりで産んだが,P br′
“
Jの雌は約 11個の卵

を数尾の雄のなわばりで分けて産んだ。雌が口内

保育をするカワスズメでは,雌は卵をくわえると
直ちに雄の腹部に口を近づける行動 `nuzzling'を

とる (こ の時口内で受精すると考えられている).

産卵後,C“た″り Jあ′%sの雌は必ずこの行動をと
ったが,P brJθ

“
Jの雌はしばしばこの行動をせずに

配偶者の元を去った.P brJθ
“
Jの雄はШzzlingの姿

勢をとっていない産卵中の雌のそばでも放精する

ことが知られているが,こ の雄の行動は,産卵後
nuzzlingせずに配偶者を変える雌に対し, 自分の

なわばりで産まれた卵の受精を確実にするための

対策であるかもしれない。

(〒 790松山市文京町2-5 愛媛大学理学部生物
学科 ;現住所 :〒 794今治市東門町牛4-7)

胎生魚カサゴの雄の繁殖努力

藤田 弘・幸田正典
本論文 43(3):247455

胎生魚カサゴの繁殖努力を愛媛県室手海岸の岩

礁域で調査した.本種は待ち伏せ型の捕食魚で,
日中は基質の上でじっとしていることが多い。11

月から12月 の配偶期の間,雄は活発に数個体の雌
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を求愛し, また同種雄とは頻繁に攻撃的干渉を持

った.一方雌は非配偶期同様 じっとしていた.配
偶期には雄の体重が減少したこと, また精巣がか

なり小さいことから,雄は精子生産ではなく配偶
活動に繁殖努力を傾けていることが示唆される。

複数の雄から頻繁に求愛されたにもかかわらず ,

雌の交尾回数はきわめて少なく,複数雄との交尾
も希であると思われた。このことからカサゴの雄

の精子間競争は, もしあっても弱いものと考えら

れる.こ のような状況下で本種の雄は繁殖努力を

精子生産ではなく配偶活動に傾けていると推察さ

れた。他の体内受精魚と比較して,本種の繁殖努
力の特色について議論した.

(〒 558大阪市住吉区杉本3-3-138 大阪市立大
学理学部生物学科動物社会学研究室)

実験条件下におけるモツゴ雄の繁殖成功

前川光司 0井口恵―朗・片野 修
本論文 43(3):257-266

モツゴ雄の繁殖成功とそれに影響する雌の雄選

好性を明らかにするために人工的に作った囲いの

中で繁殖行動を観察した。より大きな雄はより大

きな繁殖ナワバリを持つとともにより多くの雌と

産卵した.ナ ワバリを持つ雄の体重は繁殖期間を

通じて減少する傾向が認められたが,ナ ワバリを

持たない雄 (アブレ雄)は体重が増加した.アブレ

雄の体重がナワバリ雄の体重を上回った時と,産
卵基質に空間が生じた時にアブレ雄のナワバリ獲

得が見られた.こ れは,ア ブレ雄における成長
(将来の繁殖成功)と現在の繁殖成功とのトレード

オフによる条件戦略を示唆する.ま た,実験によ
って雌は,体が大きくかつ順位の高い雄を選択す
るという可能性が示された。こうして, モツゴ雄

の繁殖成功は雌を獲得するための雄間の競争と雌

の雄選好性が重要な働きをするようである.

(〒 386上田市小牧 1088 中央水産研究所魚類生

態研究室 ;前川 現住所 :〒 096名寄市徳田250
北海道大学農学部附属雨竜地方演習林)

クロソイ人工種苗の形態形成およびその遊泳・摂

食機能の発達との関係

大森迫夫・菅原義雄 0本多 仁
本論文 43(3):267-282

クロソイの仔魚から稚魚への発育の過程におけ

る鰭,歯 ,鱗,消化器官等の形態形成過程を調
べ,遊泳・摂食機能の発達との関係を考察した.
脊索上屈前の平均全長 6。2mmで産み出されたクロ

ソイ仔魚の鰭条形成は全長 9.ommま でに開始さ

れ,背鰭,臀鰭軟条の分節が完了するのは全長
14。Omm,全ての鰭の軟条の分節が完了するのは
全長 17。Ommで あり, この全長で稚魚期に移行す
るものと考えられる。鰭条の分岐や鰭の支持骨の

化骨は分節よりもかなり遅いが,稚魚期の全長
30 mmま でに完了する.遊泳機能に関する諸形質
のうち,脊椎骨と尾鰭が完成するのは最も早かっ
た.産出直後の仔魚には下咽頭骨と第2,3咽鯉
骨にはそれぞれ1,2個の歯がみられるが,前上顎
骨,歯骨,日蓋骨,前鋤骨には歯は未だ形成され
ていなかった.次いで,鯉把と鯉歯が仔魚から稚
魚への移行体長に近い全長 15 mmま でに定数に達

する.続いて,上・下咽頭歯が歯板状になる.前
鋤骨,前上顎骨,歯骨,日蓋骨の歯が歯板状にな

り,形態形成が完了するのは最 も遅 く,全長
30 mmである.こ の体サイズは消化管の巻き方と

幽門垂の数が成魚と同じになる全長でもある.こ

れらのことから次の様な事が考えられる.遊泳機
能に関しては,最初に推進力を産み出し,それを
体軸に沿って伝える機能が発達し,次いで操縦性
の向上が起こる。摂食機能に関しては,産仔時に
既に食物を消化管内に送り込む最小限の機能を有

しているが,次いで鯉組,鯉歯の発達に示される
受動的に食物を捕獲する機能が獲得され,その後
に食物をかみ砕き消化管に送り込む機能の向上が

起こる。上,下顎歯等の形成完了に示される捕獲
機能の向上は最も遅 く,消化管の形態が成魚の形
になるのと同じ全長である.

(大森 。本多 :〒 981仙台市青葉区堤通雨宮町 1-

1 東北大学農学部 ;菅原 :〒 986石巻市南境新
水戸 1 石巻専修大学理工学部)

スナヤツメにおける遺伝的分化

山崎裕治・後膝 晃
本論文 43(3):283つ 99

スナヤツメ農磁ι
“
″θ
““
″納
“
rJの遺伝的集団構

造を,ア ロザイム解析法を用いて調査した.その

結果,11遺伝子座における対立遺伝子の置換に基
づき,2つ の地域集団群,北方および南方集団群
の存在が認められた.こ れら2つの地域集団群間
の遺伝的分化の程度は大きく(D=0。 558-0.926),
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加えて3つの同所的生息河川において,両者間に
遺伝子交流は認められなかった.こ れらの結果か

ら2つの地域集団群間には生殖的隔離の存在が示

唆され,両者はそれぞれ独立した種であると考え
られた.それぞれの地域集団群において,集団内
の遺伝的多様性,お よび集団間の遺伝的な分化の

程度はそれぞれ高いことが示された (北方集団

群 :H=0。 034-0■ 47,GsT=0。 508;南方集団群 :

H=0。 024-0■ 05,GsT=0.629).こ の結果から,ほ と

んどの河川集団は有効集団サイズが大きく, また

互いに隔離されていることが示唆された。また対

立遺伝子組成の相違およびUPGMAデ ンドログラ
ムの樹形から,北方集団群と南方集団群はそれぞ
れ2つおよび3つの小地域集団群に分けられ,こ れ

らの小地域集団群は主に地理的障壁により隔離さ

れ,分化したものと考えられた.

(〒 041函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部
育種培養学講座 )

オホ…ツク海南部から採集されたカジカ科の1新種

チゴコオリカジカ

筒井大輔・矢部 衛
本論文 43(3):301-306

オホーツク海南西部の北見大和椎 (水深 159-

226m)か ら採集されたカジカ科魚類 31個体
(54。 4_92。2 mmSL)に基づき, カジカ科コオリカジ

カ属の1新種たθJ媚
“
ο″
“
Jsチ ゴコオリカジカを記

載した.本種は眼上棘と頭頂棘を欠くこと,頸棘
が著しく短 くて鈍いこと,背側鱗および側線鱗が
微小な棘のみを持つことなどの特徴から,たθJ"s

gJ′bθr′Jダルマコオリカジカに最も類似するが,眼
下骨棚,上顎の後端および側線鱗上に皮弁を持た
ないこと,背側鱗列と側線鱗列の間の部分に鱗が
ないこと,腋部に鱗があること,臀鰭軟条数が
16-20本 と多いことなどの特徴で,後者とも明確
に識別される.

(筒井 :〒 041函館市港町3-1-1 北海道大学水
産学部生産基礎生物学講座 ;矢部 :〒 041函館
市港町3-1-1 北海道大学水産学部機能生物学講

座 )

ツマジロモンガラにおける雌による卵保護と一夫

―妻・―夫二妻

本論文 43(3):307-313

ツマジロモンガラSり物
“
θ
“
ε乃ッsθpたr"s(モ ンガ

ラカワハギ科)の繁殖行動と配偶システムについ

て,沖縄県瀬底島のサンゴ礁で潜水調査を行った.

雌雄はそれぞれ同性に対するなわばりを維持 し,

そのなわばり内で底生動物を食べていた。各雄の

なわばりは,1-2尾の雌のなわばりを囲んでおり,
なわばりの重なる雌雄間でのみ繁殖していた.す
なわち一夫一妻と一夫二妻の両方が観察された.

一夫一妻の雄は一夫二妻の雄に比べて全長が小さ

く, より頻繁に摂餌しており,繁殖成功が低い代
わりに成長に投資していると考えられた。産卵は

日出前後にペアで行われ,沈性付着卵を雌親のみ
が孵化まで保護した。孵化は産卵した日の日没前

後に起こった.卵保護をしている日の雌の摂餌頻
度は,ふだんの半分程度に低下したが,雄と同程
度であった.雌は5-7日 周期で産卵 し,な わばり
内で産卵場所を変えることが多かった.こ のよう
に,雌のなわばりには摂餌場所と産卵場所の両方
が含まれることから,雄は雌のなわばりを防衛す
ることにより,複数雌の独占も可能になると考え
られた.

(石原 :〒 606-01京 都市左京区北白川追分町

京都大学農学部水産生物学教室 ;現住所 :〒 571

門真市野里町9-25-302;桑村 :〒 466名古屋市
昭和区八事本町 101-2 中京大学教養部生物学研

究室)

カワハギにおける一夫多妻制の婚姻形態と雌の代

替戦術

川瀬裕司・中園明信

本論文 43(3):315-323

高知県柏島において,カ ワハギ S′η ttα
“
οJη Js

cJrr力推rの繁殖行動を潜水観察した。産卵は雌雄

のペアにより2-3秒間で行われ,卵は砂と混じり
直径約 15 cmの範囲に散乱した.産卵の直後,雌
は卵の防衛を数分間行ったが,その後は3日 後の

孵化まで親による卵保護は見られなかった.雄は
なわばりを持ち,その中には14尾の雌がそれぞれ
なわばりを形成していた。雄はそれらの雌,お よ
び産卵時にのみなわばり外から入ってくる雌と繁

殖した.すなわち,なわばり型ハレムの一夫多妻
(雌が 1尾の時には一夫一妻)の繁殖様式と,なわ
ばり訪間型の繁殖様式が同時に観察された.こ れ

石原将弘・桑村哲生
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らのなわばり雌と訪問雌の戦術の違いについて考

察した.

(〒 812福 岡市東区箱崎6-10-1 九州大学農学部

水産学第2講座 ;川瀬 現住所 :〒 260千葉市
中央区青葉町955観 千葉県立中央博物館)

琉球列島から採集された日本初記録のコベンケイ

ハゼ (新称)       ″

青沼佳方・吉野哲夫・井田 齊
短報 43(3):325-328

八重山諸島西表島および奄美大島周辺からイレ

ズミハゼ属魚類 PrJ」?おヵJ′
“
J“″コベンケイハゼ

が採集された。本種はフイジー,ニューカレドニ

アフオース トラリア東部から台湾までの分布が報

告されているが, 日本からは初記録であり分布の

北限となる。本種は体側に数本の細い白色横帯を

持つことでベンケイハゼと酷似するが,ベンケイ
ハゼでは第2背鰭起部から尾柄部までの横帯数は6

本であるのに対し,本種では5本であることから容
易に区別される。

(青沼・井田 :〒 022-01岩 手県気仙那三陸町
北里大学水産学部 ;吉野 :〒 903-01沖縄県中頭

郡西原町千原 1 琉球大学理学部海洋学科 )

サンマ卵はどこにいるのか ?

田中祐志・大関芳沖

短報 43(3):329-333

初夏に三陸沖において,流れ藻に産卵されたサ
ンマ卵を採焦し,実験室内で密度勾配水柱法を用
いて卵の比重を発生過程をおって計測するととも

に,卵の沈降速度ならびに形状についても計測を

実施し,サ ンマ卵が流れ藻から遊離した場合の探
度分布について推測した.サ ンマ卵の比重は海水
よりも大きく,計測を始めた胞胚期から孵化にか
けて, 1。 055g/cm3か ら 1。063g/cm3へ と増加した.

天然海水中での卵の沈降速度は5-8 mlゴsで ,この

値は卵比重と卵径の実測値に基づいてス トークス

則で推測される値とほぼ一致した.天然海域では
流れ藻に付着したサンマ卵量よりも多量のサンマ

仔魚が採集されるが,卵は流れ藻から分離した場
合,物理性状からみて卵が発生に適さない深海ま
で沈降してしまうと考えられることから,浮遊物
付着以外の様式によってサンマ卵が表層に留まっ

ている可能性がある.

(田中 :〒 631奈良市中町3327乾04 近畿大学農
学部水産学科 ;大関 :〒 236横浜市金沢区福浦
2-124 中央水産研究所)

ハワイ諸島初記録のビロ…ドザメ

B.Me Wetherbee・ Go L.Crow

短報 43(3):33牛 339

1995年 10月 にハワイの北 168 kmの水深27-35m

から,ビロードザメScッ
““
οあ
“
sf“α
“"わ
s"sがマグ

ロ延縄により採集された.こ の個体は全長 786 mm

の成熟した雌で,詳 しく外部形態を調査 した。こ
の他に2個体が同じくハワイ北方海域で採集され

た.こ の2個体については詳しい外部形態の調査

を行えなかったが,全長 786 mmの 個体と2個体の

うちの 1個体の楯鱗を調べたところ,その表面に
はビロー ドザメの特徴である横筋が確認された .

ビロードザメはこれまで中央太平洋から採集され

たことはなかった.

ヨコスジフエデイとタテフエデイの両種の有効性

を示す遺伝学的差異

Sin‐Che Lee・ ]Hui口Ling Cheng

短報  43(3):340-344

ヨコスジフエデイZψ″Sν″露Sθ
“
JJと タテフエ

デイニ.ソJ″αは形態学的研究によって最近別種と認

められた.こ の2種に加えてクロホシフエダイニ.

r"ssθJJJの遺伝的関係をアロザイム解析法を用いて

調査 した.その結果, ヨコスジフエダイとタテフ
エダイでは3遺伝子座で明瞭な置換が認められ ,

調査 した標本から雑種個体は見いだされなかった.

また,3種を遺伝的に比較するとタテフエダイはヨ
コスジフエダイおよびクロホシフエダイとかなり遠

い関係にあることが判明した。計数形質では, ヨ

コスジフエダイとタテフエダイを明確に区別でき

ないが,体側にある黒色眼状斑の有無や前鯉蓋骨
後下縁にある小鱗の有無等の従来過小評価されて

きた特徴によつて両者は明瞭に識別できる。

春採湖におけるイトヨGα並
"s″
″sα
`″
勉幽sの遺

伝的構造,特に同所的に生息する遡河回遊型およ
び淡水型について

樋口正仁・後藤 晃・山崎文雄
本論 :文  43(4):349-358

北海道東部太平洋岸の春採湖にはイトヨの遡河
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回遊型と淡水型の2型が同所的に生息 している.

また,北海道太平洋岸には高度に遺伝的な分化を
遂げたイトヨの2グループ (太平洋グループと日本

海グループ)が同所的に生息 している.そ こで ,
春採湖の二型の遺伝的組成をアロザイムを指標に

用いて調査 した.その結果,春採湖のほとんどの

個体は太平洋グループに属することが明らかにな

り, 日本海グループの個体や2グループ間の交雑

個体は少数であった.太平洋グループには遡河回
遊型と淡水型の個体が含まれていた.それに対し,
日本海グループは遡河回遊型個体のみで構成され

ていた.次に太平洋グループの二型の遺伝的組成
を比較した結果,17遺伝子座の対立遺伝子頻度に

有意な差は認められなかった。さらに,春採湖の

淡水型集団は近隣河川の淡水型より同所的に生息

する遡河回遊型と近縁である傾向が認められた.

これらのことから,春採湖の遡河回遊型と淡水型
のイトヨは単一の繁殖集団を形成しており, この

二型は同一個体群内の生活多型であると考えられ

た。

(樋口 :〒 950-21新潟市五十嵐 3の町 13098-8

新潟県水産海洋研究所 ;後藤・山崎 :〒 041函
館市港町3-1-1 北海道大学水産学部育種培養学

講座 )

ナガダルマガレイ属のИ
“
θゴθss“s″α

`″
Jθpλ″s

Alcockは有効

荒井将人・尼岡邦夫

本論文 43(4):359-365

ナガダルマガレイ属の1種 ,И″
“
昭わss"s均″J“οsο―

″πs(Blecker,1866)ニ テンナガダルマガレイは背鰭

と臀鰭の後部の基部にそれぞれ 1つ の大きな黒色

斑があること,背鰭前軟条が雄では著しく,雌で
はやや伸長することなどにより特徴づけらてきた.

しかし本種の完模式標本,お よび本種と査定され
る標本 18個体を調査 したところ,模式標本には本
種の標徴とされる上記の形質が見られず, また,

本種と査定される標本とは鋤骨の口腔内への突出

状態に明瞭な差異が認められ,両者は別種と判断
された.したがって, これまで本種として報告さ
れてきた標本に対 してИ.″ηθJκοsο

“
%sの学名を用

いることは不適当である.置換名には,本種の新
参シノニムとされてきたИ.“αεЮれψ

“
s Alcock,

1889の原記載が上記の種的特徴を示 しているの

で, これを採用するのが妥当と思われる.ま た,

これまで本種として報告されてきた標本はほとん

どИ。
“
αεЮJηttsと 考えられるので,近縁種との

識別点を含め,分類学的混乱を防ぐために本種И.
′ηθttοsο″πsの模式標本の再記載を行った。

(荒井 :〒 310水戸市三の丸 1-5-38 茨城県農林

水産部漁政課 ;尼岡 :〒 041函館市港町3-1-1
北海道大学水産学部生産基礎生物学講座)

砕波帯におけるサバヒー仔魚の栄養状態

森岡伸介・大野 淳 0河野 博・多紀保彦
本論文 43(4):367-373

砕波帯におけるサバヒー仔魚の栄養状態を知る

ために,以下の項目を調査 した。 1)天然から採集
し,給餌と無給餌で飼育した個体のDNAと RNA
量および核酸比 (RNA/DNA),2)同 じく無給餌個

体の生残率,3)天然から連続採集した個体の全長 ,

耳石の輪紋数および核酸比.飼育日数にともなっ

て,無給餌個体のDNA量 とRNA量 は減少したが,
給餌個体では増加した。核酸比も無給餌個体では

減少した。 しかし給餌個体では,捕獲後 3日 目ま
では減少したが,その後増加に転じた.したがっ

てDNAと RNA量や核酸比は,サバヒー仔魚の栄
養状態を示すものと判断された.天然個体の全長
には連続的な増加は見られなかったが,耳石の輪
紋数は増加した.こ れは仔魚が砕波帯に滞留して
いることを示すと考えられた。一方,同時期の核
酸比は減少し, さらに耳石輪紋数の多い個体ほど

低い核酸比であることが判明した.こ れらの結果
から,砕波帯に滞留しているサバヒーの仔魚の栄
養状態は劣悪であると考えられた.

(〒 108東京都港区港南4-5-7 東京水産大学)

分子系統からみた深海性オニハダカ属魚類 (ワニ

トカゲギスロ :ヨ コエソ科)の進化

宮 正樹・西田 睦
本論文 43(4):375-398

ヨコエソ科の深海性オニハダカ属 (Cノε′ο′乃ο
“
)

魚類全 13種ならびに外群 3種の 12Sと 16Sリ ボゾ

ームRNA遺伝子をコードするミトコンドリアDNA
の塩基配列の一部,866 bpを 決定した。相同性を

明瞭に決めることができた803 bpの塩基配列に基

づき,最節約法と最尤法による系統解析を行った
ところ,算出された最節約樹 (1本)と 最尤樹の樹
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形は一致し,各分岐群はさまざまな系統樹統計量
によって支持された。過去にオニハダカ属魚類に

対して提唱された3つの “自然群"の単系統性は,
分子データにより1つ を除いてその統計的有意性

を棄却された.こ の分子系統樹を用いて,オニハ

ダカ属魚類の形態,生態,分布等の進化史を再構
成した結果, ごく初期に分化した下部中・深層

(500-1000m)を 生息層とする3つの分岐群は,そ
れぞれ独自に,新たな生息層を獲得したことが明
らかになった.さ らに, このような種を超えた大
進化的な生息層の移行は,形態形成の遅滞 (paedO―
morphosis)に 由来すると考えられる,形態・生態
上の大きな変革を伴なっていた.こ のような進化
が,異なる分岐群で繰り返し起こったことは,オ
ニハダカ属魚類が,仔魚的で単純な体構造の獲得
を可能にする “個体発生的可塑性"を有すること
を示唆している.ま た, このような単純な体構造
は,オニハダカ属魚類が餌料生物が乏しい深海で
生き抜くことを可能にし, また上層に向かって増

大する仔魚の生存率を利用した繁殖戦略をとるこ

とを可能にすると考えられる。一方,現生姉妹種
はいずれも形態・生態的に酷似しており異所的

(あるいは微異所的)分布を示すことから,その種
分化は形態・生態上の顕著な違いを産み出さない

異所的 (あるいは微異所的)な ものであったと推察

される.地中海固有の矮小種C〃g“
“
αでは,異

所的な姉妹種G“ Jε
“
οあ
“
に比して顕著な小型化が

起こっているが,それは形態形成の遅滞を伴わな
い祖先種の個体発生の単なる裁断によるものと考

えられた.化石記録,地中海の地史,そ して外温
性動物の分子進化速度に関する知見に基づくと,

オニハダカ属魚類の放散は中新生初期から中期

(約 1700乾000万年前)にかけて既に始まっていた

と推定された.

(宮 :〒 260千葉市中央区青葉町955-2 千葉県
立中央博物館動物学研究科 ;西田 :〒 917小浜
市学園町 1-1 福井県立大学生物資源学部海洋生

物資源学科 )

アイソザイムとミトコンドリアDNA(mtDNA)制限
酵素断片多型からみたハナカジカとエゾハナカジ

カ集団の遺伝的変異および遺伝的類縁関係

奥村直彦・後藤 晃
本論文 43(4):399416

限酵素断片多型を遺伝的マーカーとして用い,姉
妹種であるハナカジカCοtts“ο″wαθとエゾハナカ

ジカGα
“
bレsゎ
“
ηsJsの集団内変異,お よび遺伝

的類縁関係を調べた.こ の2種は形態的に酷似す
るが,ハナカジカは大卵少産で河川型の生活環を

持ち,河川の中・上流域に棲息する.一方,エゾ
ハナカジカは小卵多産で,仔魚期を除いて河川の

中・下流域に棲息する両側回遊種である.ハナカ
ジカは北海道22河川集団および東北2河川集団 ,
エゾハナカジカは北海道4河川からサンプルを採集

し解析に供した。集団内変異は,その指標とした

平均ヘテロ接合体率 (H値)と 塩基多様度 (π値 )

など,全ての値において,エゾハナカジカ集団で
ハナカジカ集団よりも高いことが示された.集団
間の遺伝的類縁関係を推定するため,ア イソザイ
ムおよびmtDNAの データをもとにUPGMA法によ
リクラスター分析 した結果,北海道内のハナカジ
カとエゾハナカジカ集団が,1つのクラスターにま
とめられ,東北ハナカジカ集団が別のクラスター

にまとめられた.制限酵素サイトの有無から,最
大節約法により系統樹を作成し,ブーツス トラッ
プ法による1000回 の反復抽出をもとに枝の信頼性

を算出したところ, この2種を含む北海道集団に

検出されたmtDNAハ プロタイプは,東北ハナカジ
カ集団のハプロタイプと99。9%の頻度で分けるこ

とが出来た。しかし,北海道集団に検出されるハ

プロタイプにより構成される各クラスターの出現

頻度は3。5%から64。 9%の 間にあり,低いものであ
った.以上のことから,北海道集団内のハナカジ
カおよびエゾハナカジカは遺伝的に極めて近縁で

あり,東北ハナカジカ集団は北海道集団と遠縁で
あることが示された.ま た,東北ハナカジカの祖
先集団が津軽海峡の成立により北海道集団と地理

的に隔離された後も,北海道内のハナカジカおよ
びエゾハナカジカ祖先集団の間には遺伝的交流が

あったと推察された.

(〒 041函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部
発生学遺伝学講座 ;奥村 現住所 :〒 080帯広
市稲田町西二線 帯広畜産大学生物資源化学科)

ホソイトヒキサギ (新称)Gιrras“α
`“`α“
″力″sの学

名の有効性と後模式標本の指定およびイトヒキサ

ギG釧鶴ノ肋喫痛θs″sの新模式標本の指定

岩槻幸雄・木村清志・岸本浩和・吉野哲夫
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ホソイ トヒキサギ (新称 )G`rκs“αε″εα滋物s

Bleckerは従来 G釧窃ノJα
“
θ
“
′οs"s Cuvicrの新参同

種異名とされることが多く,有効種として取 り扱
われている場合でも両種の明瞭な識別形質を記載

した報告はないため本種の実態は明確ではなかっ

た.両者の模式産地を含むインド・西部太平洋の
広い海域から得られたクロサギ属魚類標本の中で,

背鰭第2棘が糸状に伸長する特徴を示す個体を調

査 した結果,下記のような相違点から明らかに2
種の存在が確認された.こ れらは模式標本に基づ

く査定の結果,ホ ソイトヒキサギとイトヒキサギ
に同定された.ホ ソイトヒキサギは,日 本,中国,
タイ湾, アラビア湾,紅海および南アフリカから
の初めての記録であり,イ トヒキサギと同様にイ

ンド・西部大平洋に広 く分布していることが判明

した.ホ ソイトヒキサギはイトヒキサギと比較し
て,側線鱗数が4144枚 (イ トヒキサギでは4346

枚),第 5背鰭棘基部 と側線間の鱗数が 4-5枚

(4%-5%)と 少なく,第 2お よび第3臀鰭棘長が体長
の9■ -13。 9%お よび 10。4-14。 4%と短い (12。3-19.6%

および11.9-173%).両種はどちらも体長約 100 mm

までの幼魚期では体側に不明瞭な横帯を通常6-10

本持つ.体長約 loo mmを越えてもホソイトヒキサ
ギでは横帯は変化しないが,イ トヒキサギでは6-

12本の横帯は卵型斑点列に変化する.この特徴は

生鮮時でも見る角度により十分認められるが,固
定後はグアニン層が消失し,横帯が更に明瞭にな
る.ま た,最大体長はホソイ トヒキサギでは
170 mm程度であると推定されたが,イ トヒキサギ

では約250 mmを 越えると考えられた.なお,今後
の混乱を避けるために,本報告でホソイトヒキサ
Gθr″s“

“
″σα
“
′力
“
sの後模式標本が指定された .

さらにBauchot and Desoutter(1989)の イトヒキサギ

Gノ Jα
““
′οs州 の新模式標本指定は無効なので ,

改めて新模式標本がここで指定された。

(岩槻 :〒 889観 1宮崎県宮崎市学園木花台西 1-1
宮崎大学農学部動物生産学科水産増殖学講座 ;

木村 :〒 517-07三重県志摩郡志摩町和具私書箱

11号 三重大学生物資源学部附属水産実験所 ;

岸本 :〒 424静岡県清水市折戸 3-20-1 東海大
学海洋研究所 ;吉野 :〒 903-01沖縄県中頭郡西

原町千原 1 琉球大学理学部海洋学科 )

フィリピンの砕波帯に出現するホシギスとモ トギ

スの稚魚

本論文 43(4):431439

1986年 5月 から1987年 9月 にかけてフイリピン

の砕波帯から採集されたキス科稚魚を,背鰭・臀
鰭軟条数と脊椎骨数から,ホ シギス(702個体,体
長 8。 9-20.61nm)と モトギス (3414個体 ,8.6-22。 9mm)
に同定した。これらのうち各々60個体 (体長 8.9-

20.6mmと 8。6-19。 Omm)に 基づいて,稚魚の記載
を行った。両種は尾鰭基部に分布する黒色素胞の

形状で簡単に区別できた.すなわち,ホシギスで
は黒色素胞が三角形の叢状となるのに対 して,モ
トギスでは尾鰭基部に沿った垂直の線状となった.

さらに肛門前部長と尾柄長の体長比はともにホシ

ギスの方が高かった.ホ シギスの出現は乾季であ
る1月 から3月 に限られていた.モ トギスも出現個

体数の99%は乾季である11月 から4月 に出現した

が,残 り1%は 1年 を通して出現した.

(〒 108東京都港区港南4-5-7東京水産大学魚
類学研究室 ;加藤 現住所 :〒 238-02三 浦市三
崎町城ヶ島養老子 神奈川県水産総合研究所)

ホカケトラギス科ヒゲトラギス属の分類学的再検

討

鈴木寿之 0中坊徹次

本論文 43(4):441454

ヒゲ トラギス属について分類学的再検討を行っ

た.Иεα
“
励α

"rJ″

Js y御グJs,πα
“
なの2個体の総模式

標本 (本報告で雄を後模式標本,雌を副後模式標
本に指定 した), ヒゲ トラギスル JκηSαЮ″bα r―

bα″
“
の完模式標本,3″

“
働JηsαЮ

“
οzαwαプの副模

式標本を検討した結果,いずれの標本も雄の吻先
端に1本のヒゲを持つ (И .gz″グJs?"α

“
おの後模式

標本,雄個体,は吻端が損傷していたため,持っ
ていたものと判断),吻棘を持つ,頬に鱗を持つ ,
側線鱗が櫛鱗である,鋤骨に歯を持つ,日蓋骨に

歯がない,鯉膜下半が後方へ伸長する,鯉膜背後
縁が鋸歯状である,第 1背鰭に5棘ある,鯉条骨
が 7本であるなどの共通した特徴を持ち,同一属
に属すると判断した.したがって,先取権の原則
によ りだシJκαPsα

“
ο
“
Okamura&Kishida(1963)と

B″夜力れ孵α″
“
Mckりく1971)はИεα″″乃ηttrJtt G� ther

(1880)の新参同物異名であり, ヒゲ トラギス属の

学名はИεα所力α

"rJ′

なとなる.本属 はИ.gz″″―
s″α
“
お,И .bαrbα″ヒゲトラギス,И .οzαwαプの3種

に加え,新種И.“
“
οοr"“ フタホシヒゲ トラギス

(新称)の 4種で構成される.Иεα
“
′乃η力rJ′お郷οο_加藤充宏・河野 博・多紀保彦
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rπ

“
は第 2背鰭軟条数が 23-25,臀 鰭軟条数が
28-30,側 線鱗数が37-39と 多 く,側線以外の体
側鱗が円鱗であることで,本属の中で∠。οzαwα Jに

類似するが,吻棘が太短く前下方を向くこと,吻
先端のヒゲが長いこと,鯉蓋骨に棘がないこと,
体側に2青色縦帯と2黄色縦点列を持つこと,鯉
蓋部に1ま たは2個の暗色点を持つことなどで,後
者から容易に区別できる。

(鈴木 :〒 661尼崎市塚口町540-1 兵庫県立尼
崎北高等学校 ;中坊 :〒 606-01京 都市左京区北

白川追分町 京都大学農学部水産学教室)

油壺のアマモ場におけるヒガンフグの胃内容物組

成

堀之内正博・佐野光彦・谷内 透 0清水 誠
短報 43(4):455458

油壺のアマモ場においてヒガンフグを採集し,

その胃内容物を調査 した.本種は端脚目や腹足綱 ,
二枚貝綱などを主に餌としていた。胃内容物には

体サイズクラスによる違いが認められた.す なわ
ち,標準体長40 mm以下では葉上性の端脚目やタ
ナイスロを主に利用していたが,40 mmを超える
と腹足綱と二枚貝綱が主になり,121 mm以 上では

これらの餌が胃内容物体積の90%以上を占めるよ

うになった.本種における成長に伴う胃内容物組
成の変化は,顎歯の発達と関係があると考えられ
た.

(〒 113東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学大学
院農学生命科学研究科水圏生物科学専攻)

個体追跡による小型スズメダイの長寿の記録

幸田正典

短報 43(4):459462

セダカスズメダイ脇昭αs′θs αJ″
"sは
摂餌なわばり

を持つ体長 12 cmま での小型の岩礁魚である.鹿
児島県薩摩半島南端の沿岸に設けた調査区で,本
種の繁殖雄 30匹 を背鰭棘を抜 くことにより1982

年に個体識別し,その生存を追跡調査 した.こ れ
らの雄の数は年とともに減少したが,5匹の個体
は1995年 にも同じかほぼ同じ場所になわばりを維

持し繁殖 していた。5匹の平均体長は,調査開始
時に 10。 8cm,1995年 には 11。7cmであり,13年間
で約 lcmしか成長しなかった.幼魚の成長のデー

タから, これらの雄は1982年 にすでに2歳以上で

あったと推定され,1995年では15歳 を越えていた

と考えられる.こ れは小型の岩礁,珊瑚礁魚類に
おける最長記録である.

(〒 558大阪市住吉区杉本3-3-138 大阪市立大
学理学部生物学科動物社会学研究室)

コイ科魚類二ι″
`お
c″s bθ7磁

“
ルsの分染核型

:PI.:R■b・ Y.Karakousis O M.:R`bovib O

RS.Econolmidis

短報 43(4):463468

コイ科魚類 Lθ
"ε
Jsc%s bοりs′乃θ

“
J"sの染色体標本

を鰭培養法により作製した.通常のギムザ染色の
他に,銀染色,CMA3蛍 光染色およびC一染色法
を適用し,核型分折を行った.染色体数は2n=50
で,m染色体が 8対 ,sm― st染色体が 14対およびa
染色体が3対であり,NF値 は94であつた.仁形成
部位は17番の sm― st染色体の短腕の端部に位置し

た。この染色体の短腕部の他,全てのm染色体と
4対のsm_st染色体の動原体部および14番 の sm― st

染色体の短腕部に大きなc_バンドが確認された.

11番のsm染色体には中間部にC_バンドが観察さ

れた.C―バンドはレ露σJsc"s属での種間および種内

識別に有効であるかもしれない.

タンガニイカ湖のシク リッ ドJ″JZθ磁切 お
“
鋼虎ガ

は一妻多夫か ?

山岸 哲・幸田正典
短報 43(4):469471

シクリッドの1種力JJあσ力
“
ο
“
Js“αガJθrJの婚姻形

態を潜水調査 した.本種は小型の基質産卵魚であ
る.多 くの雌雄は一夫一妻であったが,社会的に
優位な最も大きな雌は同時に2尾の雄と番い関係

にあることが示唆された.各番い内では雄は雌よ
りも小さく,雄の方が子の保護をよく行った.そ
れにともない雌は巣を離れることも多かった.以
上の特徴は,一妻多夫の鳥類と類似しており,本
種でも一妻多夫になりうることを強く示唆する.

また,い くつかの巣では雄より小さい個体が子の

保護を手伝った.こ れらヘルパーのいる巣ほど,
雌は巣から離れる時間が長く,ヘルパーの存在は
本種の一妻多夫の傾向を促すと思われる.

(〒 558大阪市住吉区杉本 3-3-138 大阪市立大
学理学部動物社会学研究室 )


